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忍
町

Ｃ
の
び
ち
よ
う
）

忍
者
が
住
む
屋
敷
が
あ
る
町

伊
賀
と
言
え
ば
忍
者
だ
。
私
は
忍
者
を
研
究
し
て
お
り
、

地
名
考
で
は
可
能
な
限
り
忍
者
に
関
わ
る
伊
賀
の
地
名
を
取

り
上
げ
忍
者
の
実
態
を
発
表
し
た
い
。
全
国
に
は
か
つ
て
忍
者

が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
地
名
が
点
在
し
て
い
る
。
忍
町
、

伊
智
（町
、
甲
賀
町
な
ど
だ
。
つ
ま
り
、
全
国
に
情
報
収
集
の
た

め
に
忍
者
が
住
ん
で
い
た
町
が
存
在
し
た
。
忍
町
だ
け
で
も
兵

庫
県
姫
路
市
、
千
葉
県
銚
子
市
、
石
川
県
輪
島
市
、
青
森
県

人
戸
市
な
ど
に
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

橋
本
政
次
「姫
路
市
町
名
字
考
」に
、
寛
文
７
年
（１
６
６
７
）

ま
つ
だ
い
ら
な
お
の
り

よ
り
播
磨
姫
路
藩
主
に
転
封
し
た
松
平
直
矩
の
時
代
の
侍
屋

敷
で
忍
町
は
「し
の
び
ま
ち
」と
呼
ば
れ
、
忍
術
を
以
て
仕
え

た
者
が
住
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
る
。
『姫
路
市
史
』の
「江
戸
時

代
侍
屋
敷
図
」に
も
忍
町
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
伊
賀
の
忍
町
で
あ
る
が
、
現
在
は
上
野
東
忍
町
と

上
野
西
忍
町
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伊
賀
上
野
城
周
辺

の
市
街
地
で
は
町
を
「ち
ょ
う
」と
「ま
ち
」に
呼
び
分
け
て
い
る
。

武
士
の
居
住
地
で
あ
っ
た
忍
、
西
大
手
、
福
居
、
徳
居
な
ど
を

「ち
ょ
う
」、
武
士
以
外
が
住
ん
で
い
た
紺
屋
、
寺
、
鍛
冶
な
ど

を
「ま
ち
」と
呼
ぶ
。

寛
永
Ｔ
６
２
４
～
４
ι
や
寛
文
Ｔ
６
６
１
～
７
３
）年
間
頃
に

作
成
さ
れ
た
「伊
賀
上
野
城
下
絵
図
」に
伊
賀
者
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
伊
賀
者
は
、
か
つ
て
は
「忍
び
之
者
」
「忍
び
の
衆
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
参
勤
交
代
で
の
藩
主
の
警
備
と
江
戸
染
井

屋
敷
の
際
の
警
備
、
伊
賀
で
は
領
地
の
巡
視
や

一
揆
等
の
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
た
下
級
武
士
だ
っ
た
。

伊
賀
者
に
は
興
味
深
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
藤
堂
藩

に
仕
え
る
武
士
は
必
ず
頭
領
が
い
る
が
、
伊
賀
者
の
場
合
は
、

一
人

一
人
が
加
判
奉
行
に
直
属
し
て
い
た
点
が
特
異
で
あ
り
、

2
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そ
の
役
職
の
性
格
を
推
測
す
る
。
も
う

一
つ
は
「忍
び
の
衆
」と

申
す
こ
と
は
世
間
の
間
こ
え
が
悪
い
か
ら
、
以
後
「忍
び
の
衆
」

を
一伊
賀
衆
」・・「伊
加目（者
」と
呼
ぶ
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
藤
堂
藩

の
配
慮
が
あ
っ
た
。
忍
町
に
は
伊
賀
者
の
曽
我
、
柘
植
、
服
部
、

瀧
、
本
津
等
の
名
が
絵
図
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
は
自
分
の
個
人
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
こ
と

に
ア
メ
リ
カ
人
は
驚
く
。
ア
メ
リ
カ
で
は
表
札
な
ど
は
な
い
。

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。
日
本
人
は
ま
だ

ま
だ
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
甘
い

ヽ
と
思
っ
た
。
改
め
て
忍
町

を
歩
く
と
、
忍
町
公
民
館
の
鬼
瓦
に
「忍
」の
文
字
が
誇
ら
し

げ
に
存
在
し
て
い
た
。

質
問
が
あ
っ
た
。
「忍
町
」と
言
う
と
、
忍
者
が
住
む
場
所
を

教
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
。
そ
の
事
実
を
知
る
の
は
藤
堂

藩
の
武
士
階
級
の
者
で
あ
り
、
屋
敷
に
は
表
札
な
ど
な
か
っ
た
。

町
民
、
農
民
は
知
る
由
も
な
い
。
後
年
に
な
っ
て
、
か
つ
て
忍
者

が
住
ん
で
い
た
場
所
が
忍
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（池
田

裕
）

忍町公民館の「忍」の鬼瓦
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伊
賀
町

（い
が
ち
よ
う
）

伊
賀
忍
者
が
住
ん
で
い
た
町

伊
賀
町
は
か
つ
て
二
重
県
阿
山
郡
に
属
し
て
い
た
。
伊
賀
北

東
部
あ
た
り
を
指
す
。
昭
和
３４
年
（１
９
５
４
）３
月
に
柘
植

町
と
春
日
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
が
、
平
成
１６
年
（２
０
０

４
）
１‐
月
の
い
わ
ゆ
る
「平
成
の
大
入
黒
瞬
」で
伊
賀
町
の
名
前
が

消
え
た
。

伊
智
（町
も
忍
町
の
よ
う
に
全
国
各
地
に
そ
の
名
を
残
し
て

い
た
。
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
伊
賀
忍
者
が
各

地
の
大
名
が
傭
兵
と
し
て
雇
わ
れ
、
活
躍
し
た
跡
を
残
し
て
い

た
の
だ
。
『
日
本
地
名
辞
典
総
索
引
』
（平
凡
社
）で
伊
賀
町
を

調
べ
る
と
、
多
く
の
一伊
賀
町
が
全
国
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
東
京
都
四
谷
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
、
愛
知
県
岡

崎
、
栃
木
県
宇
都
宮
、
滋
賀
県
彦
根
市
、
徳
島
県
徳
島
市
、
島

根
県
津
和
野
町
な
ど
に
伊
賀
町
が
あ
つ
た
。

例
え
ば
、
徳
島
市
伊
賀
町
は
「伊
賀
士
町
」と
記
さ
れ
、
蜂

須
賀
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
伊
賀
忍
者
が
居
住
し
た
地
で
あ

っ
た
と
い
う
。
彦
根
市
伊
賀
町
は
慶
長
１９
年
（１
６
１
４
）、
大

坂
冬
の
陣
で
井
伊
家
の
元
で
活
躍
し
た
伊
賀
者
が
住
ん
で
い
た

町
だ
。
二
重
名
張
よ
り
伊
賀
者
が
住
み
移
り
、
そ
の
町
を
伊

賀
町
と
呼
ん
で
い
た
。
昭
和
４７
年
（１
９
７
２
）に
錦
町
と
い
う

名
に
な
り
、
か
つ
て
こ
の
あ
た
り
に
伊
賀
町
が
あ
つ
た
と
い
う

石
の
記
念
碑
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

『萬
川
集
海
』と
い
う
忍
術
秘
伝
童
員が
あ
る
。
延
宝
４
年
Ｔ

６
７
６
）に
、
藤
林
佐
武
次
保
武
が
編
纂
し
た
。
名
ぁ
る
忍
家
の

み
秘
蔵
し
門
外
不
出
の
い
わ
ば
バ
イ
ブ
ル
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
代
々
書
写
し
子
孫
に
伝
え
た
と
い
う
。
実

際
に
今
な
お
伊
賀
に
お
い
て
は
、
伊
賀
者
子
孫
の
一
部
の
家
で

「虎
の
巻
」等
の
名
で
残
さ
れ
て
い
る
。
『萬
川
集
海
』の
意
味
は
、

そ
の
名
が
表
す
ご
と
く
、
全
て
の
川
が
海
に
注
ぐ
如
く
つ
ま
り
、
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忍
術
は
す
べ
て
の
兵
法
、
武
術
の
奥
義
が
集
大
成
さ
れ
た
も
の

で
、
伊
賀
ｏ甲
賀
の
四
十
九
流
と
な
つ
て
い
る
。
『萬
川
集
海
』の

「忍
問
答
」に
、
有
名
な
忍
者
十
一
人
の
名
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

以
下
の
忍
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「野
村
ノ
大
炊
孫
太
夫
、

新
堂
ノ
小
太
郎
、
楯
岡
ノ
道
順
、
下
柘
植
ノ
木
猿
・小
猿
、
上

野
ノ
左
、
山
田
ノ
人
右
衛
門
、
神
部
ノ
小
南
、
音
羽
ノ
城
戸
、

甲
山
ノ
太
郎
四
郎
、
同
太
郎
左
衛
門
の
十

一
人
の
忍
者
が
有

名
で
ぁ
り
、
当
時
は
伊
賀
・甲
賀
を
合
わ
せ
て
、
忍
の
流
儀
が

四
十
九
流
あ
っ
た
」と
答
え
て
い
る
。

特
筆
す
る
の
は
１１
人
中
５
人
の
出
身
の
地
「野
村
、
新
堂
、

楯
岡
、
下
柘
植
（２
人
）」が
今
も
残
る
地
名
で
ぁ
る
こ
と
だ
。

伊
賀
町
の
地
に
は
、
か
つ
て
戦
国
時
代
に
名
を
轟
か
せ
た
忍

者
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
５
人
が
い
た
地
は
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
新

堂
駅
か
ら
柘
植
駅
の
間
の
集
落
に
な
る
。
忍
者
が
住
ん
で
い
た

場
所
を
な
い
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（池
田

裕
）

「萬月集海」拾T人ノ隠忍
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2024年 (令和6年)7月 22日 (月曜日)  言達轟
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私
事
で
あ
る
が
４
月
よ
り
勤
務

地
が
大
阪
府
交
野
市
か
ら
津
市
に

な

っ
た
。
通
勤
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
、
し
か
も
津
市
に
向
か
う

途
中
の
景
色
が
新
鮮
で
楽
し
い
。

自
宅
か
ら
勤
務
地
ま
で
伊
賀
コ

リ
ド
ー
ル
道
路
と
国
道
１
６
５
号

で
津
市
に
向
か
う
。
そ
の
途
中
は

辻
会
長
も
取
り
止
げ
た

「
上
津
」

や

「
初
瀬
街
道
」
だ
が
、
私
は
伊

賀
か
ら
伊
勢
に
向
か
う
「
伊
勢
路
」

を
取
り
上
げ
る
。

伊
勢
路
は
江
戸
時
代
、
阿
保
越

参
富
道
最
大
の
難
所
青
山
峠
西
側

の
宿
場
と
し
て
栄
え
た
。
全
盛
期

は
２０
軒
あ
ま
り
の
鵞
語
が
軒
を
な

ら
べ
、
毎
晩
不
夜
城
の
よ
う
だ

っ

た
と
い
う
。
宿
場
中
央
に
は

「
村

中
安
全

・
太

一
」
の
文
字
と

「
支

政
十

一
年

（
１
８
２
８
年
）
二
月
」

と
刻
ま
れ
た
大
常
夜
灯
が
往
時
を

し
の
ば
せ
る
。

本居宣長巡った宿場町
販
売
セ
ン
タ
ー

大
和
屋
、
徳
田
屋
、
角
屋
な
ど

は
明
治
末
期
の
建
物
で
間
□
１０
間

（
約
１８
研
）
、
総
三
階
と
い
う
豪

華
な
造
り
。
入
り
日
の
梁
が
高
い

こ
と
で
馬
に
乗

っ
た
ま
ま
家
の
中

に
入
れ
る
配
慮
だ
。
大
和
屋
に
は

参
宮
講
の
看
板
９
枚
が
残
る
。

特
筆
す
る
の
は
、
本
蹴
劃
難
が

「欝
一檄
『酵
語
」
に
伊
勢
路
を
記
し

て
い
る
こ
と
だ
。
本
居
は
江
戸
中

期
の
国
学
者

・
語
学
者

・
医
者
。

号
は
鈴
屋
で
伊
勢
国
松
坂
の
出

自
。

「
源
氏
物
語
」
な
ど
を
研
究

し

て
い
た
が
、
賀
茂
真
淵

に
入
門

後
は
古
道
研
究
を
志
し
３５
年
を
費

伊
賀
市
伊
勢
路
の
大
常
夜
灯

や
し
た

「
古
事
記
伝
」
を
完
成
し

た
国
学
殴
太
ん
の

一
人
。

宿
場
は
ず
れ
に
庚
申
塔
と
並
び

に
基
づ
き
考
証
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
御
陵
に
つ
い
て
も
詳
細
に
見

て
回

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ

し
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
だ
。

文
献
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

「
地

名
」
を
考
証
し
て
い
る
。
宣
長
は

地
名
研
究
者
で
も
あ

っ
た
。

「
覚
え
書
き
」
に
は
桜
井

「
吉

隠

」
に

つ
い
て
も
記
さ
れ

て
い

た
。
同
じ
く
国
学
者
の
契
沖
が
吉

隠
に

「
フ
ナ
バ
リ
」
と
い
う
訓
を

万
葉
集
の
解
説
本
「
万
葉
代
匠
記
」

の
中
で
記
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
宣
長
は
ま

っ
た
く
の
見

当
違
い
と
断
言
し
て
訂

正
さ
せ

た
。
他
に
も
古
代
地
名

「
概
藤
静
」

の
考
証
も
あ

っ
た
。
本
居
宣
長
の

魅
力
に
触
れ
さ
せ
て
も
ら

っ
た
伊

勢
路
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
だ

っ

た
。

（
伊
賀
の
國
地
名
研
究
会
　
池
田

裕
）

「
本
居
宣
長
大
入
菅
笠
日
記
抄
」

の
記
念
碑
が
あ
る
。

「
か
ら
う
じ

て
伊
勢
路
の
宿
に
ゆ
き

つ
き
た
る

う
れ
し
さ
も
ま
た
い
は
ん
方
な

し
、
そ
こ
に
松
本
の
な
に
が
し
と

い
ふ
も
の
の
家
に
や
ど
り
ぬ
」
と

「
菅
笠
日
記
」
の

一
節
が
書
き
残

さ
れ
て
い
る
。
松
坂
か
ら
青
山
峠

を
越
え
伊
勢
路
の
宿
場
町
に
辿
り

着
い
た
ヽ
１
日
目
の
宿
伯
地
だ
。

伊
勢
路
か
ら
初
瀬
街
道

で
榛

原
、
吉
野
、
飛
鳥
の
９
泊
１０
日
の

旅
だ
。
驚
く
べ
き
健
脚
と
思

っ
た
。

宣
長
を
調
べ
る
と
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。
こ
の
行
程
は
吉
野
の
花

見
が
目
的
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
飛
鳥

に
入

っ
た
彼
は

「
万
葉
集
」
に
詠

ま
れ
た
故
地
に
つ
い
て
実
地
踏
査

球

夏
の高

き
ょ
う
ｏ
鐵
翼
覇

▽
３
回
戦

◇
…
四
日
市
市
霞
ヶ
靖
第
１‥‐野
球
場
…
◇

津
田
学
園
―
神
村
学
園
伊
賀

（８
時
４５
分
）

菰
野
―
津
西
　
　
　
　
（■
時
１５
分
）

◇
…
津
球
場
公
国
内
野
球
場
…
◇

近
大
高
専
―
尾
鷲
　
　
（
８
時
４５
分
）

暁
―
高
田
　
　
・
　

（１１
時
１５
分
）

◇
―
ド
リ
ー
ム
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
…
◇

久
居
―
海
星
　
　
　
　
（８
時
４５
分
）

二
重
―
津
商
　
　
　
　
（１１
時
１５
分
）

◇
…
ダ
イ
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
伊
勢
…
◇

鈴
鹿
―
宇
治
山
田
商
　
（８
時
４５
分
）

明
野
―
四
国
市
南
　
　
（Ｈ
時
１５
分
）

伊勢路

′

…

…

6
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着姜
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小
学
校
６
年
生
の
時
、
私
は
大

阪
に
住
ん

で
い
て
修
学
旅
行

で
伊

勢

に
行

っ
た

こ
と

を

覚

え

て

い

る
。
大
阪
上
本
町
駅
か
ら
近
鉄
電

車
の
２
階
建

て
車
両
が
あ
る
ビ

ス

タ
カ
ー
に
乗
り
、
伊
勢

に
行

っ
た
。

覚
え

て
い
る
の
は
、
２
泊
３
日
で

赤
福
餅
を
お
土
産

で
買

っ
た

こ
と

だ
け
だ
が
。

江
戸
時
代
、
伊
勢

へ
の
旅
は
庶

民
の
憧
れ
だ

っ
た
。
旅
は
お
金
が

か
か
る
の
で
庶
民
は

「
伊
勢
講

」

と
い
う
組
織
を
組
み
、
旅
費
を
積

み
立

て
、
毎
年
代
表
者
を
分
拝

に

送
り
出
し

て
い
た
。
伊
勢
参
り
が

人
気

に
な
る
と
奉
公
人
な
ど
が
突

然
思
い
立

っ
て
伊
勢
参
り
に
行
く

こ
と
だ
け
は

「抜
参
り
」
と
か

「
お

薗
参
り
」
と
し
て
許
さ
れ
た
と
い

う
。ま

た
、
お
金
を
持
た
な
い
旅
人

に
施
行
（
物
を
施
し
与
え
る
こ
と
）

が
徳
を
積
む
こ
と
に
な
る
の
で
、

道
中
施
行
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
、
ア
メ

リ
カ
の
友
人
が
ラ
マ
ダ
ン

（
断
食

月
）
の
時
、
お
金
を
寄
付
す
る
と

言

っ
て
い
た
。
よ
く
似
た
考
え
が

世
界
中
に
は
あ
る
の
だ
と
思

っ

た
。さ

て
青
山
峠
で
あ
る
が
伊
賀

。

伊
勢
の
国
境
に
あ
り
、
青
峠
と
も

呼
ば
れ
た
。
伊
勢
路
宿
か
ら
垣
内

宿
ま
で
布
引
山
地
を
横
断
す
る
圭甲

青
山
峠
の
下
を
貫
く
国
道
１
６
５
号

の
青
山
ト
ン
ネ
ル

（伊
賀
市
で
）

曲

Ｆ
塁

（
約
１２
♂
）
が
道
中
最
大

の
難
所

で
あ

っ
た
。
峠
を
挟
み
伊

賀
茶
屋
と
伊
勢
茶
屋
が
あ

っ
た
。

近
世
は
伊
勢
参
り
や
長
谷
寺
参

詣
の
往
来
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
峠

に
は
石
造
の
道
分
地
蔵
が
鎮
座
す

る
。
本
居
宣
長
は
１

・
７
７
２
年

（
明

和
９
年
）
に
弟
子
と
吉
野
旅
行
を

す
る
際
に
、
こ
の
青
山
峠
越
え
の

様
子
を

「
菅
笠

日
記
」
に
記
し

て

い
る
。

「
こ
こ
よ
り
ゆ
く
さ
き
は
、
伊

賀

国
伊
賀
郡
切
。
お
ほ
か
た
脇
山

路
は
、
か
の
過
こ
し
垣
内
よ
り
、

伊
勢
地
と
い
ふ
所
を
、
三
里
が
ほ

ど

つ
づ
き

て
、
ゆ
け
ど
ゆ
け
ど
は

て
な
き
に
、
雨
も
い
み
し
う
ふ
り

ま
さ
り
、
日
さ

へ
暮
は

て
て

（
中

略

）
か
ら
う
じ

て
伊
勢
地
の
宿
に

ゆ
き

つ
き
た
る
」警

現
在
は
国
道
１
６
５
号
と
近
鉄

大
阪
線
が
こ
の
峠
の
下
を
ト

ン
ネ

ル
で
抜
け
、
伊
勢
ま

で
の
道
の
り

が
楽
に
な

っ
て
い
る
。
旧
来
の
峠

道
は
草

に
覆
わ
れ

て
い
る
。

近

鉄

大

阪

線

西

青

山

駅

が

あ

る
。
こ
の
駅
は
１
９
７
５
年

（
昭

和
５０
年

）
、
元
の
場
所
か
ら
ｌ

ｏ

ｌ
計
西
に
移
転
さ
れ
た
。
新
駅
周

辺
に
は
民
家
も
な
く
、

こ
こ
を
降

り
る
人
は

ハ
イ
キ

ン
グ
か
乗
馬
ク

ラ
ブ
ク
レ
イ

ン
ニ
重

に
用
の
あ
る

人
だ
け
だ
ろ
う
。
事
実
１
日
の
乗

降

客

は

わ

ず

か

十

数

人

だ

と

い

う
。
こ
の
乗
馬
ク
ラ
ブ
が
か

つ
て

の
西
青
山
駅
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

す
ぐ
近
く

に
青
山
大
師
と
呼
ば
れ

る
霊
場
が
あ

っ
た
。
大
き
な
杉
が

あ
り
、
こ
の
一訓
に
伊
賀
茶
屋
が
あ

り
、
多
く
の
人
‐．が
往
来
し
た
こ
と

が
う
か
が

え
る
。

今
度
、
“私
阪
に
あ
る
本
居
宣

長

記
念
館
を
訪
れ

、も

っ
と
も

っ
と
、

宣
長
の
こ
と
を
学
び
に
行
こ
う
と

思

っ
た
。

（
伊
賀

の
國
地
名
研
究
会
　
池

田

裕
）

>607

27Cコ■画B}

伊賀上野支局

〒518・0861伊賀市上野東町2925
キクワビル2F

圏 (代 )0595・ 21・ 5143 FAX 21・ 5435

名張通信部 □0595・ 64・3430

名張  □0595・ 65・6364
雇冒1.L    屁10595'52・ 2200

4テ

`罫

|_.L野 口0595・ 24。 1638

伊賀中央□0595。 24・9394

県 内 の交 通事 故

31日
`県
警 )

'難

  `′:il      l_イ生

死 者   0人
負傷者   1人

24生Fタビ畢彗 28ノ、
前年同期 43人
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伊勢参り最大の難所
販
売
セ
ン
タ
ー

２
次
救
急
（
重
症
）
当
番
病
院

【２
日
】
岡
波
総
合
病
院
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賀

市
上
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２
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１
１
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１
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０
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５
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５
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８
月
∩
）
■
■
■
　
　
だ
！
」
を
共
作
し
、
全
４
章
の

「
忍
者
は
犬
が
嫌
い
」

「
水
　
ら
う
れ
し
い
」
と
話
す
。
　

　

　

う
ち

「
忍
術
」

「
忍
者
歴
史
」

蜘
蛛
は
浮
輪
で

一
つ
だ
け
使
う

　

池

田
さ
ん
は
昨
年

１０
月

ご

　

「
忍
者

コ
ラ
ム
」
の
３
章
を
池

の
が
真
実
」
―
。
そ
ん
な
忍
者
　
ろ
、
東
京
都
八
王
子
市
で
郷
土
　
田
さ
ん
が
担
当
。
遠
藤
さ
ん
が

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
　
の
歴
史
に
関
す
る
本
を
出
し
て

　

「
八
王
子
の
忍
者
」
の
章
を
執

一
冊
に
ま
と
め
た

「
忍
者

っ
て
　
い
る
遠
藤
進
さ
ん
（
８３
）
＝
同
市
　
筆
し
た
。

な
ん
だ
！
」

（酔
畿
社
）
が
刊
　
＝
と
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
　

　

新
著
で
は
忍
者
が
暗
号
と
し

行
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
上
で
知
り
合
い
、
忍
者
の
話
題
　
て
使

っ
た

「
五
色
米
」
や
、
織

著
者
は
忍
者
愛
好
家
ら
で
つ
　
で
盛
り
上
が

っ
た
。
意
気
投
合
　
田
信
長
の
軍
勢
が
伊
賀
に
攻
め

く
る

「
伊
賀
忍
者
研
究
会
」
の
　
し
た
２
人
は

「
忍
者

っ
て
な
ん
　
入

っ
た

「
天
正
伊
賀
の
乱
」
な

駅
薇
ぉ
躙
紳
層
院
議
げ
仕
「
軒
だ

　

伊

賀

忍

者

研

究

会

議籟
購江螺
つを鶴
くっにが
　
　
　
代
表
・
池
田

裕
さ
ん

‐ 田 12・

の
カ
タ
チ

移
住
し
爾
査
饂
成
壕
覺
又
凸
濾

ｔ
ヽ
ス
ヽ
・・ヽ
，ヽ

・
■
一

い
一
一
■

■

●

‐
〓
′
争
■
　
７、

「
ス

彗

つ
こ

ま

し

ビ

！

一
シ
一拝

こ

夕

６

也

ヨ

ざ

′
υ
＝

升

竃

有

曼

万

む

ど
忍
者
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
話

題
を
取
り
上
げ
た
。

一
つ
の
話

題
を
１
ギ
に
ま
と
め
て
い
る
た

め
、
短
時
間
で
興
味
の
あ
る
話

題
か
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
ベ
ー
ジ
に
は
親
し
み

や
す
い
イ
ラ
ス
ト
も
つ
け
た
。

池
田
さ
ん
は
今
月
２２
日
、
伊

賀
市
役
所
を
訪
れ
、
市
内
の
全

小
中
学
校
２８
校
と
上
野
図
書
館

に
３０
冊
を
贈

っ
た
。
２６
日
に
は

名
張
市
に
も
２１
冊
を
寄
贈
。
市

内
の
小
中
学
校
１９
校
と
市
立
図

書
館
に
配
ら
れ
る
。

◇

堺
市
生
ま
れ
の
池
田
さ
ん
は

子
ど
も
の
頃
か
ら
忍
者
が
好
き

で
、
漫
画
の

「
伊
賀
の
影
丸
」

や

「
カ
ム
イ
伝
」
な
ど
に
影
響

を
受
け
た
。
大
学
を
卒
業
し
、

大
阪
府
内
の
高
校
に
英
語
教
諭

と
し
て
勤
め
る
よ
う
に
な

っ
て

か
ら
も
、
大
阪
か
ら
伊
賀
に
通

い
郷
土
史
を
調
べ
た
。

忍
者
の
子
孫
や
忍
術
書
が
残

る
奥
深
さ
に
感
動
し

「
伊
賀
で

し
か
調
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
」
と
、
１
９
９
０
年
ご
ろ
に

伊
賀
に
移
住
し
た
。
現
在
は
三

重
県
内
の
高
校
で
英
語
を
教
え

て
い
る
。

池
田
さ
ん
は

「
現
代
忍
者
」

を
自
称
す
る
。
隠
密
行
動
に
徹

し
た
忍
者
の
実
像
に
近
付
く
た

．
め
、
年
齢
や
詳
し
い
住
所
は
公

表
し
な
い
。
代
表
を
務
め
る
伊

賀
忍
者
研
究
会
は
９９
年
、
忍
者

に
関
す
る
知
識
を
普
及
さ
せ
よ

う
と
自
身
で
立
ち
上
げ
た
。
主

な
活
動
は
、
忍
者
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
本
の
刊
行
な

ど
。
約
１０
年
前
か
ら
は
持
ち
前

の
英
語
力
を
生
か
し
、
自
ら
米

国
や
英
国
、
台
湾
な
ど
で
講
演

を
開
い
て
い
る
。

池

田
さ

ん

は

「
伊

賀

に
住

み
、
自
分
の
言
葉
で
忍
者
に
つ

い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
強
み

が
あ
る
。
忍
者
を
伝
え
て
い
く

後
継
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
る
。

◇

「
忍
者

っ
て
な
ん
だ

！
」

は
、
伊
賀
市
内
の
岡
森
書
店
白

鳳
店

（
平
野
西
町
）
や
伊
賀
流

忍
者
店

（上
野
愛
宕
町
）
、
む

ら
い
萬
香
園

（上
野
小
玉
町
）

の
ほ
か
、
ア
マ
ゾ
ン
で
購
入
で

き
る
。
税
込
み
１
１
０
０
円
。

８０
ギ
。
〇
池
田
さ
ん
＝
０
９
０

（
７
６
９
９
）
２
１
１
７

（鈴
木
義
人
）

一
つ
の
話
題
が
１
ギ
で
完
結
す
　
一

る

「忍
者
っ
て
な
ん
だ
！
」
　

　

一

3

忍者は,′ Kilる■に使
う、余/しば食′tる

忍者は逃げるフロフ`ッシヨ7′
/. ■|1人れた,イ報を推

実に持って帰るためた、あらゆろ逃た■るた力の行を賀り

た。そ/   i端菱の術」がある、
たと:｀、_■物である.菱 7)咸 i子を忍者はじ断縫

ばらまく. 鬼菱は 4方 向すべてが尖って,ヽこ
■つ́ているヒンはよく見られ″,髪とぃぅ. しかし
つけるのが1ァっ二う雉しい.

が両端に並び、水鳥′′,1毛ゃッに

“

みっくと容易
ず、菱

`''実
は長凝雄に汲つて逝ばれる '
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